
                                                      平成１９年７月３日 

                

   各 位 
                                  大 和 信 用 金 庫 

 
平成１８年度「関西エコオフィス奨励賞」受賞について 

 

今般、大和信用金庫（本店：奈良県桜井市 理事長：柳田弘明）では、「第１６回地球環境大賞

《フジサンケイビジネスアイ賞》」、「第５回日本環境経営大賞《環境プロジェクト賞》」に引続き

｢平成１８年度 関西エコオフィス奨励賞｣を受賞いたしました。 

この賞は、関西広域機構（旧の関西広域連携協議会）が、｢関西エコオフィス宣言運動｣の参加

オフィスをはじめ各種の環境マネジメントシステムの認証を受けているオフィスのなかから、特

に組織を挙げて継続して環境問題に取組んでいるオフィスや、工夫を凝らして顕著な効果を挙げ

るなど、先導的で優れた取組みを行っているオフィスを表彰するものです。 

当金庫は、平成１７年度に｢関西エコオフィス宣言運動｣の参加オフィスとして登録を行い、ク

ールビズやウォームビズ運動等を実施してきましたが、特に昨年度の大和川定期預金等の取組み

が評価されたものです。 

 

 

１．＜平成１８年度受賞企業（詳細別添）＞ 

 関西エコオフィス大賞 関西ｴｺｵﾌｨｽ奨励賞 

（推奨ｴｺｵﾌｨｽ賞） 

関西エコオフィ

ス大賞特別賞 

平成 18 年度 ・敦賀信用金庫 

・瀬田ｱｰﾊﾞﾝﾎﾃﾙ 

・大和信用金庫 ・㈱ダスキン 

・㈲加藤商店 

 

平成 17 年度 ・㈱平和堂 ・パナホーム㈱本社工場 

・㈱明成 

 

平成 16 年度 ・福井県生活協同組合 ・大日本ｽｸﾘｰﾝ製造㈱ 

・テクノス㈱ 

・㈱南都銀行 

社会福祉法人敬

仁会：特別養護老

人ホーム渓山荘 

平成 15 年度 ・㈱びわこ銀行 ・住友電装㈱  ・㈱滋賀銀行  

 

２．「関西エコオフィス宣言」のホームページ:  

http://www.kansai.gr.jp/kc/frame/ecooffice_taisyo.html 

 

 

 
〒633－0091 奈良県桜井市桜井 281－11 ℡：0744‐42‐9001   

http://www.yamato-shinkin.co.jp/ 

http://www.kansai.gr.jp/kc/frame/ecooffice_taisyo.html
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  報道提供資料    

平成１９年６月８日（金） 

午後２時発表 

関西広域連携協議会 

大阪経済記者クラブ 加盟社各位 

   【同時提供先】 

 福井県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、徳島県、京都市、大阪市、 

堺市、神戸市の各府県市政記者クラブ及び京都、神戸経済記者クラブ 

平成１８年度「関西エコオフィス大賞」の決定について 

 関西広域連携協議会では、身近なところからの省エネルギー等の取り組みを通じて、地球温暖化防止対

策を実施する「関西エコオフィス宣言」運動を推進しています。 

 このたび、この運動に参加しているオフィスの中から、特に先導的で優れた取り組みを行っているオフ

ィスを、平成１８年度「関西エコオフィス大賞」等として選定しましたのでお知らせします。 

１ 受賞オフィス 

 （１）大 賞 

  （大企業部門）    敦賀信用金庫（福井県敦賀市） 

             【取組項目】廃棄物排出量削減の推進 

  （中小企業・団体部門）株式会社瀬田アーバンホテル（滋賀県大津市） 

             【取組項目】バイオディーゼル燃料の採用と廃てんぷら油リサイク                

                   ルの仕組みづくりの推進等 

 （２）奨励賞 

  （大企業部門）    株式会社ダスキンクリーンサービス事業本部ダスキン桜川支店 

             （大阪市浪速区） 

             【取組項目】グリーン配送の推進 

             大和信用金庫（奈良県桜井市） 

             【取組項目】大和川水質改善への取り組み 

  （中小企業・団体部門）有限会社加藤商店（三重県桑名市） 

             【取組項目】廃食油の回収・ＢＤＦ利用の推進 

２ 表彰式（大賞受賞オフィスのみ） 

   日 時：６月１５日（金） 午後１時５０分から 

   場 所：リーガロイヤルホテル堺（堺市堺区）４階ロイヤルホール② 
    ＊表彰式は、関西広域連携協議会理事会の会場において行います。なお、奨励賞については、地 

     元の県・市を通じて伝達表彰を行います。 

         【問合せ先】 

           関西広域連携協議会 企画第一部  担当：林（はやし）、小島（こじま） 

           〒530-0005  大阪市北区中之島５丁目３番５１号 大阪府立国際会議場１１階 

           ＴＥＬ：０６－４８０３－５５７２  ＦＡＸ：０６－４８０３－５５７４ 
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関西エコオフィス大賞 

（大企業部門） 

 

敦賀信用金庫 

 

・福井県敦賀市 

・理事長 松本 幸太郎 

・金融業 

 

【主な取組内容】 

 

 ●廃棄物排出量の削減の推進 

①営業店の店頭に、「マイバッグ宣言書」を備え付け、宣言された方に

マイバッグを進呈し、そのバッグを買い物に利用していただくなど、

レジ袋削減にとりくんでいる。 

②また、「エコ定期預金」、「リサイクル定期預金」を発売し、営業区

域の敦賀市、美浜町、若狭町の燃えるごみの減少量または資源ごみ（リ

サイクル化）の増加量に応じて定期預金の金利を段階的に上乗せして

いる。 
③エコ定期預金の発売以来、営業エリア内の燃えるごみの量は、第１回

目で１５トン、第２回目で４６１トン、第３回目で５５９トンの減少

となり、当金庫の取り組みがごみの減少に貢献しているものと地元自

治体から評価されている。 
④また、地球温暖化の防止と循環型社会の構築に向けて、平成１９年２

月に福井県と「環境協定」を締結し、県と一体となって環境保全に取

り組んでいる。 
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１ マイバッグ運動啓発チラシ      ２ マイバッグ宣言書 

 

３ ごみの減少量の推移 
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関西エコオフィス大賞 

（中小企業・団体部門） 

瀬田アーバンホテル 

 

・滋賀県大津市 

・代表取締役 山崎 公士 

・ホテル業 

【主な取組内容】 

 ●バイオディーゼル燃料の採用と廃てんぷら油のリサイクルの仕組みづくり 
  の推進等 

①平成１８年３月から、ホテルでの送迎用のマイクロバス・ワゴン車に

バイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）を採用し、「廃てんぷら油を利用し

た燃料で走行しています」と送迎車両に大きなステッカーを貼り、ア

ピールしている。 
②ホテルの飲食部門から出る「廃てんぷら油」のみならずホテルの提携

飲食店やホテル従業員の家庭から出る「廃天ぷら油」をホテルで回収

し、バイオ燃料の原料として業者に引き取ってもらっている。 
③社内目標として、走行距離を「東海道」走行距離に置き換え、今月は

どこまで行けるか？という具合に従業員の興味をそそりながら、楽し

く廃食油回収ができるよう取り組んでいる。 
④また、ＢＤＦを使用することによる温室効果ガスの削減量は、１年間

で約0.098 トンのＣＯ２削減を達成した。 
⑤２００３年より夏のエコスタイル（上着、ネクタイなし）を導入し、

ホテルの共用部分の冷房温度を２８℃に設定している。 
 
１ ＢＤＦ燃料使用の送迎用バス     ２ 廃食油の回収 
（ステッカーを貼っています）       （従業員の家庭から回収した廃食油） 
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 ■2006年度・廃油回収データ（2006年9月～2007年8月） ★目指せ！東海道走破！ 

月 9月 
10

月 
11月 12月 1月 2月 

3

月 
4月 5月 6月 7月 8月 

 

ホテル飲食店（ℓ） 30  15  30  30  15  15              
 

従業員持込（ℓ） 1  1  2  4  4  1              
 

累積廃油量（ℓ） 31  47  79  113  132  148              
 

ｋｍ換算 310  470  790  1,130  1,320  1,480              
 

現在地 
ニ

川 

水

口 

走

破！ 
                  

 

 ※走行距離は、廃油１ℓで 10ｋｍとして計算する       

 

（走行距離を東海道の走行距離に置き換えて、地図を見ながら楽しく取り組んでいます。） 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃食油の回収量から走行距離を計算すると、開始後早くも３ヶ月で目標の５００ｋｍを突破し、

東海道を走破したことになりました。 
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関西エコオフィス奨励賞 

（大企業部門） 

 

■株式会社ダスキンクリーンサービス事業本部ダスキ 

 ン桜川支店 

・大阪市浪速区 

・支店長 神崎 富行 

・清掃・生活関連サービス、フードサービス業 

 

 【主な取組内容】 

●グリーン配送の推進 

①支店で使用する配送用軽自動車全て（３０台）を天然ガス自動車に

切り替え 

②３０台で年間のＣＯ２排出量を約１８トン削減 

③配送用軽自動車だけでなく、工場から支店までの配送トラックも天

然ガス車に切り替えて、工場～支店～お客様という一貫したグリー

ン配送モデルを構築 

 

■大和信用金庫 

・奈良県桜井市 

・理事長 柳田 弘明 

・金融業 

 

 【主な取組内容】 

  ●大和川水質改善への取り組み 

①大和川の水質と預金金利が連動する「大和川水質改善応援預金『大

和川定期預金』を企画・推進 

②各支店の営業担当者が各家庭訪問時に生活排水を押さえる呼びかけ

を実施 

③職員が地域の清掃活動「大和川クリーンキャンペーン」に参加 
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関西エコオフィス奨励賞 

（中小企業・団体部門） 

 

■有限会社加藤商店 

・三重県桑名市 

・代表取締役 加藤 敏男 

・廃棄物の収集運搬・処理業 

 

 【主な取組内容】 

●その他（廃食油の回収・ＢＤＦ利用の推進） 
  ①２００２年にＢＤＦ製造装置を導入し、２００３年からごみ収集車を 
   ＢＤＦ１００％で走行 
  ②地域住民、商工会女性部、ＪＡ女性部、自治会などに呼びかけ、地 

   域と一体で廃食油の回収に取り組んでいる。 

  ③回収にあたっては、回収場所を各所に設けて地域住民が参加しやす 

   い工夫を行っている。 

  ④燃料費が約２０％の削減と大きな効果が得られた。 
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【参考】 

 

（関西エコオフィス宣言運動とは） 

 関西広域連携協議会では、身近なところからの省エネルギー等の取り組みを実

施するオフィスを募集し、地球温暖化防止活動の裾野を拡げていく「関西エコオ

フィス宣言」運動を展開しています。 

 平成１５年度から開始し、平成１９年３月末現在で、３,１２９オフィスが参加

しています。 

 この運動への参加オフィスは、関西広域連携協議会ホームページ等に掲載し、

ＰＲしています。 

 

●取組項目 

①適正冷暖房温度の設定、夏のエコスタ

イル 

②節電、節水の励行 

③省エネ・新エネの設備機器等の導入 

④グリーン購入の推進 

⑤緑化の推進 

⑥エコドライブの励行 

⑦自動車利用の抑制 

⑧ごみの再資源化 

⑨その他（独自の取組項目） 

 

 

 

（関西エコオフィス大賞とは） 

 

 「関西エコオフィス宣言」運動への参加オフィスのなかから、特に先導的で優

れた取り組みを行っているオフィスを、「関西エコオフィス大賞」等として選定

し、顕彰します。 

 今回は、関西全体で大企業部門１３社、中小企業・団体部門１６社の応募があ

り、関西広域連携協議会の環境部会並びに学識経験者等が、「効果」、「他への

波及可能性」、「創意・工夫の度合い」、「組織内での浸透性」および「継続性」

の５項目について総合的に評価し、選定しました。 




